
　
　

　

　数えると、１１３枚。２００３年
　１１３枚ってなんだ？　そうです。今年、私が名
　刺交換させて頂いた名刺の数です。
　（今年５月からのカウントですので約半年分くら
　　いです。）
　少ないですか？ いやいや過去、技術畑のサラリ
　ーマンだった私にとっては、驚くべき数です。
　私にとって２００３年はどうだったか、それは名
　刺の数がものがたっているんです。

　大きく重～い扉を自分自身の手で開いた、大袈裟
　に言えば、人生の次へのステップへの展開期でし
　た。（ご存知のように、５月にＣ＆Ｆは有限会社
　としてスタートしました。）
　その扉は、ギシギシと少しずつしか開きません。
　中を覗こうにも闇で、まだ目が慣れていないせい
　か、何があるのか、何がどう動いているのか気配
　さえ感じられない場所です。

　でも私は前へ進む目的と目標があります。先へ進
　まないといけません。手探りで少しずつ、少し
　　　　　ずつ・・・。
　　　　　　闇の中、そこには確かに何かが存在し
　　　　　　　　ました。冷たい手は私の手を払い
　　　　　　　　　のけます。でも暖かい手は、ゆ
　　　　　　　　　　っくり握り返してきました。
　　　　　　　　　　　段々と確実に未来につなが
　　　　　　　　　　　る何かが存在しています。

　　　　　　　　　　　最近、ようやく目が慣れて
　　　　　　　　　　　きて、闇の中に存在するも
　　　　　　　　　　のの輪郭がボンヤリと見えて
　　　　　　　　　  きたような感じがします。
　　　　　　　　　２００３年は多くの人との出会
　　　　　　　いが、私にとって大きな財産です。
　
　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　ウェルカム！２００４年
　私は大きな手を広げて、２００４年を迎えたいと思いま
　す。すべてのことを抱え込んだ後、自分の未来に必要
　なモノと不必要なモノ、そして必要なモノの中から、今
　やらなくてはならない事を優先して計画的に進めてい
　こうと考えています。

　１年はアッという間で短いです。だから今やらなくては
　ならない事を見極め、成し遂げる事に集中したいと思
　っています。
　大きな声で言います。　ヨッシャー！
　ウェルカム、２００４年。今年は、思い切り前進します。
　まさに飛躍の年です。楽しみです２００４年！
　

～杉浦栄俊～ 申
　

　

去年の反省・今年の抱負
新年　あけましておめでとうございます。
去年は、Ｃ＆Ｆにとって船出の年でした。
そして、何事も初めての事ばかりで、戸惑ったり、悩み
多き年でもありました。前半は、法人化の準備に追われ
ていました。５月に法人化した後は、サーバーの構築と
ニュースレター創刊号の準備にバタバタしていました。
後半に入りやっと会社として活動できるようになりまし
た。
今まで扱った事も無いパッケージソフトの営業を経験し
たり、文章力の無い私がメールマガジンを発行したりと、
何事もやってみようの精神で頑張りました。

メールマガジンの発行を予告・連絡しましたが、何人の
人が登録してくれか心配で、誰も登録したいなければ恥
ずかしいので、自分でサクラになり登録しようと思い、
「まぐまぐ」のサイトを覗いて見ると既に２７０名の方が登
録されていたのにはビックリでした。それからメールマガ
ジンの発行にやる気が起きました。（ゲンキンな奴で済
みません）

自分達の事を知ってもらう為にも、イベントや勉強会に
参加して知り合った方も増えて来ました。
１１月のＳＯＨＯフェアでは、知り合いが
出展されいました。そこで知り合った
方々とチラシをセットにして効率的
に配ることができました。ＳＯＨＯ
の一人一人の力は小さいです
が、協力し助け合って行ければ
人の輪が広がって行くのを感じ
ました。

ニュースレターを読んで頂いてい
る方からの、声援や自分も同じ事
で悩みました等の返事を頂き救わ
れる思いでした。悩んだり、落ち込ん
だりの繰り返しの中から少しずつ自分達
の反省点・進む方向が見えて来たような感じがします。

個人的にも転換の年でした、１１月に父親が他界しまし
た。５年前に脳梗塞で倒れてからいつ逝ってもとの心の
準備はしていましたが、実際に亡くなると悲しさと寂しさ
で一杯でした。そして家族の大切さを再確認できました。

今年は、会社として「結果を残せる年」を目標に、今まで
の経験と人の輪のネットワークを生かし、営業活動と情
報発信を続けてパソコン及びＩＴ関連はＣ＆Ｆに相談すれ
ば何とかしてくれると言われるように頑張ります。
パソコン、インターネットに関してもお役に立てるような
情報を発信します。
今年も皆様にとって良い年でありますよう、お祈り申し上
げます。

 

　
 
 
２００４年新年号
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Mr．ｽﾏｲﾙ

あけまして、おめでとうございます。

～奥村芳崇～
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 　　　　　　博多はうどんの発祥地。
博多区にあるお寺「承天寺(じょうてんじ)」を開き、博
多祇園山笠の創設者でもある聖一国師は、中国に
渡り当時の宋で修行を行なう中、粉挽きの技とその
技を使った饅頭・うどんの製法を学び、うどんを広め
たとされています。

 
　「気になるパソコン用品」紹介シリーズ第３回です。
　今回は、『ＴＶチューナーユニット』。

　パソコンでテレビを見るためには、ＴＶチューナーユ
　ニットを取り付けるだけで、テレビが楽しめます。そ
　して、番組の録画も可能です。
　最初からテレビが見れるパソコンを購入しなくても
　大丈夫です。気になる価格ですが、ディスクトップ
　用だと８，０００円～　ノートＰＣ用だと、１５，０００
　円～　比較的安い費用で取り付けられます。
　ＴＶチューナーの購入及び取り付けが判らない方
　は、y.okumura@cf-jpn.com    奥村まで。

 
 
                          　　　　　　　   １２月１７日（水）くもり
  いやー、すごく寒くなりましたね。私は暑いのは得意な
　んですが、寒いのはすごく苦手なんで、冬になるとあま
　り家をでない症候群にかかってしまうんです。

　話は変わって、パスタ会（異業種交流会）で名刺交換さ
　せてもらった、梁瀬一郎さんから講演会の案内が郵送
　されてきました。同封された手紙はていねいな手書き。
　誘われて講演会に足を運ぶことが少ない私は、この
　手紙に感動！（私の奥さん曰く、この手紙は心がこも
　っているねとの事。実は彼女、手紙マニアなんです。）
　
　講演者は、メルマガ「がんばれ社長！」の武沢信行氏。
　私は、大きな声で熱く語る人よりは、静かなる情熱を
　もった人の話のほうが、心が通じるので、講演会の話
　は、集中して聞けました。２次会で直にお話させてもら
　った武沢氏の印象はとてもソフトな感じでした。

　武沢信行氏のＨＰ   　http://www.e-comon.co.jp
  著書『当たり前だけどわかっていない経営の教科書』
　　　　『朝１０分熱い経営実現シート』（明日香出版社）
　　　　『「絶対に達成する」習慣
　　　　勝てる自分をつくる７つの方法』（サンマーク出版）

～奥村の目～

 福岡市の地名、いくつ読める？
愛宕（あたご）、周船寺（すせんじ）、戸切（とぎれ）
女原（みょうばる）、小笠木（おかさぎ）、四箇（しか）
百道浜（ももちはま）、向新町（むかいしんまち）
屋形原（やかたばる）、柳河内（やなごうち）
柳瀬（やなせ）、老司（ろうじ）、馬出（まいだし）
堅粕（かたかす）、御供所町（ごくしょまち）
金隈（かねのくま）、東雲町（しののめまち）
立花寺（りゅうけじ）、警弥郷（けやごう）
五十川（ごじつがわ）、古小烏（ふるこがらす）

 2003年、北部九州
ＴＶ視聴率ベスト３

　

 　　　エスカレーターの博多ルール！
福岡市内の交通機関にあるエスカレーターでは、
左側に立つのがマナーになっているようです。右
側は、「急いでエスカレーターを駆け上がる」人の
為に空けます。
大阪や東京は、福岡とは逆に、エスカレーターに
乗るときは、右側に立つという習慣があるそうで
す。なんで違うんだろ？誰がきめた？

　　　　　　　味付けのはなし。
九州の味付けは南にいけばいくほど甘め。しかし福
岡はまだ九州の中ではさほど甘くないです。福岡で
製造されているお醤油は甘めです。東京と福岡の
福砂屋のカステラの甘さが違うのは、砂糖の分量が
違うからだそうです。

山笠の男衆は山笠期間中「きゅうり」断ち
７月１日から１５日早朝まで開催される博多祇園山笠。
この期間中は山笠の男衆には、「きゅうり断ち」という風
習があります。それは、輪切りにしたきゅうりの形が山
笠の祇園様のご神紋と似ているからです。
山笠は、博多もんにとってそれだけ神聖なものなのな
んですね。

１位 プロ野球日本シリーズ
　　　「ダイエーＶＳ阪神」第６戦
２位 金曜ロードショー
　　　「千と千尋の神隠し」
３位 第53回ＮＨＫ
　　　　　　紅白歌合戦第2部
　　　　<ビデオリサーチより>

44.6％

42.3％

41.0％
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博多んみやげ、たいぎゃよう売れとるベスト５！
明月堂　博多通りもん　　（6個入　500円）

ひよ子　ひよ子サブレー　（6個入　500円）
やまや　辛子明太子 　　（90g　1000円）
明太プリッツ 　　　　　（2本入×20袋入　1000円）

博多長浜ラーメン　　　　　（3人前　500円）

ちょっと、そこまで
　ぶら、ぶらり ①すぎうら

Ｎｏ．６　〒816‐0086　福岡市博多区南八幡1‐4‐4‐403　TELとFAX 092-575-0165  　有限会社 Ｃ＆Ｆ


